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�6回�� 中間発� 〜��のための1アクション〜
⽇ 時�2023年10⽉25⽇（�）19:00〜21:30
場 ����間�⼆⼩�� クラブハウス（地域���） 
��者�12�∕16�（地域コーディネーター、⾃��、��・�療��等）

 �６回��では、これまでチームで�し�ってきたことをまとめ、中間発�を⾏いました。これまで

�んだ��づくりのルールやコツをおさえながら、��を�めるための１アクションについても�え、

各チーム�のこもった発�となりました。それぞれの発�の�には異なるチームの�⽣と�⾒��を⾏

い��をブラッシュアップすることができました。また、��発�に向けてプレゼンテーションの��

や、�⽣の��が��地域で活かされるよう、助成金の情�についても�内がありました。

いよいよ!!中間発表∼企画のための1アクション∼

【Aチームタイトル】
 リアルでもオンラインでも��り⾃由なゆるい��場(�)
  〜スナック���〜

＊⽬的＊�がい者、精���、�きこもりなど�援が必�だが声を上げられない

�たちに向け、リアル∕オンラインで��り⾃由のゆるい��場を作ることで地

域��や当事者同⼠のつながりを作りやすくし、ひいては�もが気兼ねなく”�
惑”を、かけあい、必�とされている��の持てる��を⽬指す。

◎��Q.スナック���として想�している場�は�
➢��間三�に��貢�をしたいと�えるママさんのいるスナックがある。
 ��に地域活動�援センターの活動で⽇中にカラオケを利⽤したこともある。

◎��を�めるための1アクション◎
➢スナックのママとオーナーに�を�きに⾏く



      �7回��は⇒⇒⇒
      内��チームで��づくり
      ⽇時�2023年11⽉8⽇（�）19:00〜21:30
      場���城����

�られた時間の中でプレゼンし、それに�するフィードバックをもらうことで��の中�が��されることを

体�的に�じられました。

��書からプレゼンでどのように�えるか、どう�えば�わるのか、⽬的を決めるのは�しいと�じました。

他のグループからのご�⾒や励ましがありがたかったです。

��内�を固めていくために他者の�点を�めることは⼤事であることを��した。

受講⽣アンケートより

【Bチームタイトル】
 不��の⼩�⽣の��と�り�く��を可��する

   〜�が�っているかを知り共有するためには〜

＊⽬的＊不��の�どもについて�っている事や�を知ることで、地域の��を

��しながら���・可��を�り�題を共有することができる。

◎��Q.不��になってしまう�えられる��は�
➢��についていけないという声の他に、トラブルなど��な理由がなくても、
�どもが��に⾏きたがらないことを�が��している場�もある。��を休む

ことのハードルが�くなっている。

◎��Q.不��の�ども�に�し、どこを⽬指すのか�
➢��に��させることだけが⽬的ではなく、その�たちの�場�があるといい
ので、地域、��、��をつなげたい。

◎��を�めるための1アクション◎
➢地域でどんなすぐりむんがいるか�べる。�ども�が�うことで
�野を�げられるようなすぐりむんを�す。

【Cチーム/でいごストリートタイトル】
 地域をつなぐ・ぎのわんヒルズ�り��のプレゼン�戦�

   〜古くからの��と�しい��・��をつなぐ〜

＊⽬的＊ヒルズ�り��のプレゼン�戦を⾏い、地域に�いの場をつくること

で、地域の知らない者同⼠が�流を�げ、つながる��を�る�

◎��Q. ��エリアは�
➢�⼆⼩����体
◎��Q.ヒルズ�りの���はどのくらい�
➢�体の���は不�。ヒルズ�り�に��している��は24��で、
そのうち��⼩売りは10���度。⾃������も把�している。
◎��Q. ぺルソナは�
➢�しく�を�めたが知り�いがおらず、��に苦労している30〜40代の�主

◎��を�めるための1アクション◎
➢ヒルズ�りの���を�べ、��へのアンケート��につなげる


